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豊
か
な
老
後
生
活
を
送
る
た
め
に

あ
な
た
に
合
っ
た
退
職
金
の
運
用
方
法
を
考
え
る

会
社
員
生
活
の
区
切
り
と
な
る「
定
年
」。そ
こ
で
多
く
の
会
社
員
が
手
に
す
る
の
が「
退
職
一
時
金
」

（
退
職
金
）
で
す
。
人
生
で
初
め
て
手
に
す
る
ま
と
ま
っ
た
お
金
を
前
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
戸

惑
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
豊
か
な
老
後
生
活
を
送
る
た
め
の
退
職
金
の
使
い
道

と
運
用
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

老
後
生
活
の
支
え
に
な
る
退
職
金

じ
っ
く
り
資
金
プ
ラ
ン
を
立
て
る

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、定
年
後
、90
歳
、

１
０
０
歳
ま
で
元
気
に
暮
ら
す
こ
と
も
め
ず
ら

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
老
後

が
長
く
な
っ
た
昨
今
、「
老
後
生
活
を
支
え
る

の
に
十
分
な
老
後
資
金
を
確
保
で
き
る
の
か
」

と
い
う
こ
と
が
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
の
心
配

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
後
資
金
を
支
え
る
も
の
と
し
て
は
、
現
役

時
代
の
貯
蓄
や
公
的
年
金
な
ど
の
ほ
か
、
定
年

時
に
受
け
取
る
「
退
職
一
時
金
」（
以
下
、
退

職
金
）
が
あ
り
ま
す
。

退
職
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
退
職
給
付
制

度
の
あ
る
会
社
の
ほ
と
ん
ど
で
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
支
給
金
額
の
平
均
は
１
８
０
０
万
円
弱

と
大
き
い
こ
と
か
ら
、
老
後
生
活
を
安
心
し
て

過
ご
す
た
め
に
は
、
こ
の
退
職
金
を
い
か
に
上

手
に
守
り
、
増
や
す
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
こ
の
退
職
金
を
中

心
に
、
老
後
の
資
金
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

老
後
の
資
金
は

３
つ
の
「
目
的
別
」
に
分
け
る

老
後
の
資
金
プ
ラ
ン
を
立
て
る
に
は
、
ま

ず
は
使
い
道
（
支
出
）
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
退
職
金
と
し
て

１
８
０
０
万
円
、個
人
型
確
定
拠
出
年
金
（
以

下
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
）
で
４
５
０
万
円
（
45
歳

か
ら
毎
月
２
万
円
を
積
み
立
て
、
利
回
り
３

％
で
運
用
し
た
想
定
）、
合
計
２
２
５
０
万
円

を
60
歳
時
に
受
け
取
る
Ａ
さ
ん
の
例
も
合
わ

せ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

老
後
に
出
て
い
く
お
金
は
、
大
別
す
る
と

「
生
活
資
金
」、「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
資
金
」、「
介

護
費
」
の
３
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

一
つ
目
は
「
生
活
資
金
」。
こ
こ
で
は
食
費

や
住
居
費
と
い
っ
た
日
常
生
活
費
の
ほ
か
、

趣
味
や
旅
行
に
使
う
費
用
、
及
び
医
療
費
も

含
め
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
医
療
費
に
つ
い
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て
は
、
一
般
的
に
70
〜
74
歳
で
は
自
己
負
担
が

２
割
に
、
75
歳
以
上
で
は
１
割
と
、
現
役
時

代
よ
り
も
費
用
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、

高
額
療
養
費
制
度
を
活
用
す
れ
ば
全
体
と
し

て
大
き
な
出
費
に
は
な
り
に
く
く
、
医
療
費

単
体
で
大
き
な
金
額
を
備
え
る
必
要
性
は
必

ず
し
も
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
配
偶
者

が
亡
く
な
っ
た
後
の
１
人
分
の
生
活
費
に
つ

い
て
は
、
夫
婦
２
人
の
時
の
７
割
程
度
で
見

積
も
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

生
活
資
金
を
賄
う
お
金
は
、
基
本
的
に
は

65
歳
ま
で
は
就
労
収
入
、
65
歳
以
降
は
公
的

年
金
に
な
り
ま
す
。
足
り
な
い
分
は
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
で
就
労
収
入
を
確
保
す
る
ほ
か
、

場
合
に
よ
っ
て
は
手
元
の
資
金
を
当
面
の
生

活
資
金
に
充
て
つ
つ
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が

「
年
金
の
繰
下
げ
」
制
度
を
利
用
し
、
受
給

額
を
増
額
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ａ
さ
ん
の
場
合
、
妻
の
年
金
の
受
取
り
開
始

を
70
歳
ま
で
繰
り
下
げ
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま

で
の
生
活
資
金
は
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
４
５
０
万
円

で
補
う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
70
歳
以
降
の

生
活
資
金
は
、
繰
下
げ
に
よ
っ
て
妻
の
公
的

年
金
が
最
大
１
・
42
倍
に
増
額
さ
れ
る
た
め
、

夫
婦
２
人
の
年
金
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
は

可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。　

二
つ
目
は
「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
資
金
」。
60

代
か
ら
70
代
前
半
ま
で
は
意
外
と
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
の
多
い
時
期
で
す
。
子
ど
も
の
結
婚
や

孫
誕
生
な
ど
へ
の
資
金
援
助
、
自
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
、
車
の
買
替
え
な
ど
、
大
き
な
出
費
を

伴
う
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
の
た
め
、
定
年

で
収
入
が
減
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
出
が

増
え
が
ち
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
出
費
に
よ
り
生

活
資
金
や
介
護
費
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
イ
ベ
ン
ト
関
連
の

出
費
を
抑
え
る
工
夫
も
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
こ
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

資
金
は
60
歳
か
ら
10
年
以
内
に
使
う
分
と
し

て
、
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
を
２
５
０
万
円
、
子

ど
も
の
結
婚
・
子
育
て
援
助
費
を
２
５
０
万

円
、
家
族
で
の
海
外
旅
行
費
を
２
０
０
万
円
、

そ
の
他
の
予
備
費
を
２
０
０
万
円
、
合
計

９
０
０
万
円
を
退
職
金
か
ら
割
り
振
り
ま
す
。

３
つ
目
が
「
介
護
費
」
で
す
。
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
「
生
命
保
険
に
関
す
る
全
国

実
態
調
査　

平
成
30
年
」
に
よ
れ
ば
、
介
護

費
用
は
１
カ
月
平
均
約
７
万
８
０
０
０
円
で
、

平
均
介
護
期
間
は
４
年
７
カ
月
。
個
人
差
が

大
き
い
費
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上
記
平
均

介
護
費
用
・
期
間
に
よ
れ
ば
、
１
人
あ
た
り

の
介
護
費
は
約
４
３
０
万
円
か
か
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
上
記
介
護
費

の
数
値
を
用
い
て
計
算
し
、
退
職
金
の
う
ち

９
０
０
万
円
（
４
３
０
万
円
×
２
人
分
＋
α
）

を
夫
婦
２
人
分
の
介
護
費
と
し
て
割
り
振
り

ま
す
。 

な
お
、
実
際
に
介
護
費
と
し
て
使
わ

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
子
ど
も
や
孫
に
相
続

し
残
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
短
期
」
は
普
通
預
金
、「
中
期
」
は

定
期
預
金
や
個
人
向
け
国
債
で

  

「
生
活
資
金
」、「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
資
金
」、

「
介
護
費
」
の
支
出
は
、
想
定
さ
れ
る
利
用
時

期
に
応
じ
て
、「
短
期
資
金
」、「
中
期
資
金
」、

「
長
期
資
金
」
の
３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
【
図
表
１
】。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

に
応
じ
て
運
用
先
も
異
な
り
ま
す
。

当
面
の
生
活
資
金
は
「
短
期
資
金
」
に
当

た
り
、
就
労
収
入
や
公
的
年
金
で
賄
い
ま
す
。

も
っ
と
も
重
視
さ
れ
る
の
は
流
動
性
（
換
金
の

し
や
す
さ
）
の
た
め
、
い
つ
で
も
引
き
出
せ
る

よ
う
に
普
通
預
金
に
預
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
方
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
資
金
は
「
中
期

資
金
」、
介
護
費
は
「
長
期
資
金
」
に
当
た
り
、

退
職
金
で
充
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
ぐ
に

使
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い
た
め
、
運
用
に

回
す
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、

運
用
期
間
が
短
め
の
中
期
資
金
は
安
全
性
を
、

長
め
の
長
期
資
金
は
収
益
性
を
重
視
し
、
そ

れ
ぞ
れ
運
用
の
仕
方
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。　

ま
ず
、
中
期
資
金
を
運
用
す
る
場
合
に
は
、

安
全
確
実
な
運
用
や
換
金
の
し
や
す
さ
に
重

き
を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
運
用
先
と
し

て
は
、「
定
期
預
金
」
と
「
個
人
向
け
国
債
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
個
人
向
け
国
債
は
、
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
、
証
券
会
社
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

の
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
い
る
金
融
商
品

で
、
１
万
円
か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
固
定
金
利
型
５
年
満
期
」
と
「
変
動
金

利
型
10
年
満
期
」
の
２
種
類
の
商
品
が
メ
イ

ン
で
、
と
も
に
金
利
は
０
・
05
％
（
２
０
２
１

年
８
月
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
元
本
確
保

型
の
商
品
の
中
で
は
比
較
的
有
利
な
運
用
が

▼ ▼ ▼

これまでの貯蓄 退職金

60歳時点の総資産

2年以内に
使うお金

10年以内に
使うお金

10年以上先に
使うお金

生活資金 ライフイベント費 介護費

流動性 安全性 収益性

使うべき
金融商品

普通預金
など

使うべき
金融商品

定期預金
個人向け国債
など

使うべき
金融商品

投資信託
など

【図表1】定年後のお金の三分法

短期資金 中期資金 長期資金
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可
能
で
す
。
変
動
金
利
型
10
年
満
期
の
金
利

は
半
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
金
利
が
上
昇
し

た
場
合
に
は
そ
の
時
点
の
金
利
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
利
上
昇
局
面
で
は
有
利
に
働

き
ま
す
。
ま
た
、
中
途
換
金
も
１
万
円
か
ら

可
能
で
す
が
、
直
前
２
回
分
の
利
息
が
差
し

引
か
れ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
元
本
保
証
で
安
心
し
て
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
中
期
資
金
の
預
け

先
と
し
て
適
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「
長
期
」
の
運
用
は
リ
ス
ク
許
容
度
で

３
パ
タ
ー
ン
に
分
け
る

10
年
以
上
先
に
使
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

長
期
資
金
を
運
用
す
る
場
合
に
は
、
収
益
性

が
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
す

す
め
し
た
い
の
が
積
立
型
の
投
資
信
託
で
す
。

投
資
信
託
は
、
一
つ
の
商
品
で
複
数
の
地

域
や
資
産
に
分
散
さ
せ
て
投
資
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
運
用
リ
ス
ク
を
抑
え
つ
つ
、
比

較
的
高
い
リ
タ
ー
ン
の
獲
得
が
め
ざ
せ
ま
す
。

ま
た
積
立
型
だ
と
長
期
で
大
き
く
増
や
せ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
【
図
表
２
】。
A
さ
ん
の

場
合
、
長
期
資
金
に
割
り
振
っ
た
９
０
０
万

円
を
、
例
え
ば
１
回
50
万
円
ず
つ
な
ど
に
分

け
て
投
資
タ
イ
ミ
ン
グ
（
投
資
信
託
の
購
入

タ
イ
ミ
ン
グ
）
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
運
用
リ
ス
ク
を
よ
り
一
層
軽
減
さ
せ

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
の
両

面
か
ら
、
投
資
信
託
は
長
期
資
金
の
運
用
先

と
し
て
有
力
な
候
補
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
投
資
信
託
の
運
用
に
は
元
本
割
れ
の

リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
自
分
の
リ
ス
ク
許
容

度
（
資
産
の
目
減
り
を
ど
の
程
度
ま
で
な
ら

許
容
で
き
る
か
）
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
リ
ス
ク
許
容
度
は
、
①
60
歳
時
点
で

負
債
が
な
く
、
主
と
し
て
介
護
費
に
８
０
０

〜
１
０
０
０
万
円
以
上
確
保
で
き
る
か
ど
う

か
、
②
60
歳
時
点
で
子
ど
も
が
独
立
し
て
い

る
か
、
の
２
点
を
も
と
に
判
断
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

基
本
的
に
①
と
②
の
ど
ち
ら
も
満
た
し
て

い
る
場
合
は
、
リ
ス
ク
許
容
度
は
比
較
的
高

い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
積
極
運
用
で
資
産

を
「
増
や
す
重
視
」。
一
方
、
①
と
②
の
ど
ち

ら
も
満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
リ
ス
ク

許
容
度
が
比
較
的
低
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

慎
重
運
用
で
資
産
を
「
守
る
重
視
」。
①
と
②

の
い
ず
れ
か
一
方
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

「
中
間
派
」
と
な
り
ま
す
。

Ａ
さ
ん
の
場
合
、
介
護
費
に
９
０
０
万
円

確
保
し
た
う
え
で
、
子
ど
も
は
独
立
済
み
。

①
と
②
の
両
方
を
満
た
し
て
い
る
た
め
、
リ

ス
ク
許
容
度
の
高
い
「
増
や
す
重
視
」
と
な

り
ま
す
。

投
資
信
託
は
投
資
対
象
に
よ
っ
て
リ
ス
ク

と
リ
タ
ー
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
異
な
り
、
国
内

よ
り
も
外
国
、
債
券
よ
り
も
株
式
に
投
資
す

る
方
が
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
は
高
ま
り
ま
す

【
図
表
３
】。
そ
の
た
め
、リ
ス
ク
許
容
度
別
に
、

投
資
信
託
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
資
産
の
構

成
）
の
組
み
方
も
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
外
国
資
産
（
外
国
株
式
や
外
国
債
券

等
）
へ
の
投
資
に
は
、
資
産
価
格
の
変
動
リ

ス
ク
と
は
別
に
為
替
リ
ス
ク
（
投
資
国
通
貨

〈
例
：
米
国
株
式
に
投
資
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
米
ド
ル
〉
に
対
し
円
高
に
な
れ
ば
資
産
が

目
減
り
す
る
等
）
も
伴
い
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
リ
ス
ク
を
負
い
た
く
な
い
場
合
は
、
国

内
資
産
（
国
内
株
式
や
国
内
債
券
等
）
へ
の

投
資
に
限
定
し
た
金
融
商
品
を
購
入
す
る
な

ど
、
リ
ス
ク
感
度
や
リ
ス
ク
許
容
度
に
応
じ

た
投
資
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

  

【
図
表
４
】
は
、
リ
ス
ク
許
容
度
別
の
３
つ

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
示
し
た
も
の
で
す
。

国内
株式
25％

国内
株式
20％

外国
株式
25％

外国
債券
25％

外国
債券
15％

国内
債券
25％

外国
株式
10％国内

債券
55％

国内
債券
80％

外国
債券
20％

増やす重視 中間派 守る重視

【図表２】 定期預金(利回り0.02%) と投資信託
(利回り3%)で毎月5万円を積み立て
た際の推移（万円）
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【図表３】投資信託の投資対象とリスク度

↑
ハ
イ
リ
タ
ー
ン　
リ
タ
ー
ン　
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
↓
←ローリスク　　　　価格変動リスク　　　　ハイリスク→

外国
株式型

（投資信託）
日本株

（個別銘柄）

預金
バランス型

大きな収益を
ねらえるものほど
リスクも大きい点

に注意

【図表４】リスク許容度別の投資信託のポートフォリオ

1,641.5万円
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国内
株式型

（投資信託）外国
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（投資信託）国内
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（投資信託）
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「
増
や
す
重
視
」
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
国

内
株
式
・
外
国
株
式
・
国
内
債
券
・
外
国
債

券
の
４
資
産
を
25
％
ず
つ
組
み
入
れ
て
い
ま

す
。
株
式
が
全
体
の
50
％
を
占
め
る
た
め
、

運
用
次
第
で
は
相
応
の
リ
タ
ー
ン
を
狙
え
る

一
方
で
、運
用
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。「
中
間
派
」

の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
債
券
を
中
心
に
４

資
産
を
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
債
券
が
全
体

の
70
％
を
占
め
る
た
め
、
運
用
リ
ス
ク
は
増

や
す
重
視
に
比
べ
低
い
一
方
で
、
株
式
を
組

み
入
れ
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
リ
タ
ー
ン

も
期
待
で
き
ま
す
。「
守
る
重
視
」
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
は
１
０
０
％
債
券
で
構
成
し
ま
す
。

増
や
す
重
視
や
中
間
派
に
比
べ
低
い
リ
ス
ク

で
運
用
で
き
る
一
方
、
運
用
リ
タ
ー
ン
は
さ
ほ

ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
度
自
分
の
リ
ス
ク
許
容
度
に
見

合
っ
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
組
ん
で
も
、
５

年
、
10
年
以
上
運
用
を
続
け
て
い
く
と
、
少

し
ず
つ
相
場
変
動
に
よ
る
資
産
の
偏
り
が
積

み
重
な
っ
て
、
当
初
設
定
し
た
保
有
資
産
の

比
率
と
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
１
年
に
１
回
な
ど
定
期

的
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
見
直
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
例
え
ば
、
株
式
や
外

国
資
産
な
ど
の
リ
ス
ク
性
資
産
が
、
当
初
設

定
し
て
い
た
比
率
か
ら
５
％
以
上
乖
離
し
て

い
る
場
合
に
は
見
直
す
（
＝
リ
バ
ラ
ン
ス
）
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、投
資
経
験
が
少
な
く
、

運
用
に
自
信
が
な
い
人
が
老
後
資
金
を
投
資

信
託
で
運
用
す
る
場
合
に
は
、
自
動
的
に
リ

バ
ラ
ン
ス
を
行
っ
て
く
れ
る
バ
ラ
ン
ス
型
と
呼

ば
れ
る
投
資
信
託
を
検
討
し
て
み
て
下
さ
い
。

60
歳
時
に
受
け
取
る
退
職
金
は
老
後
生
活

を
支
え
る
要
の
資
産
と
な
り
ま
す
。
人
生
で

初
め
て
手
に
す
る
ま
と
ま
っ
た
お
金
だ
か
ら

と
、
派
手
に
使
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
大

き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
一
括
投
資
を
す
る
の
は

ご
法
度
で
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
機
会
に
老
後
生
活
の
プ
ラ
ン
を

考
え
、
自
分
の
リ
ス
ク
許
容
度
に
見
合
っ
た

運
用
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

退職金とｉＤｅＣｏの受取時には
課税に注意

退職金の受取り方は、「一括で受け取る方法」、「年金として
分割で受け取る方法」、「その両方を組み合わせる方法」の3
パターンが基本となります。受取方法によって控除の種類が
変わり、一括で受け取る際は退職所得控除が、分割して受け
取る際は公的年金等控除が適用になります。このうち、控除
面で有利なのは退職所得控除ですが、ｉＤｅＣｏを利用してい
る人は注意すべき点もあります。会社からの退職金は60歳定
年時に受け取る人がほとんどですが、退職金を一括で受け取
り、同時にiDeCo（老齢給付金）を受け取ると、退職所得控
除の旨味が薄れる可能性があるのです。
   【図表５】は、退職金を2,000万円、ｉＤｅＣｏの老齢給付金を
500万円受け取る際の課税額を3つのケースで表したもので
す。60歳定年時にすべて一括で受け取るケース①の場合、退
職所得控除の枠を超えてしまい、500万円分が課税されてし
まいます。それを避けるために、ｉＤｅＣｏの受取りを65歳に
したケース②の場合、ケース①と比べて課税額が多少緩和さ
れます。さらに、60歳時にｉＤｅＣｏを受け取り、65歳時に退
職金を受け取るケース③の場合には、それぞれに退職所得控
除が適用できるため、課税額がもっとも少なくなります。
いずれにせよ、控除を考えれば退職金とｉＤｅＣｏは60歳で

同時に受け取らず、分けて受け取る方がメリットは大きくな
ります。

※ケース①～ケース③の例では各種人的控除や復興特別所得税を考慮しない。
●退職金2,000万円（30年勤務）●iDeCoの受給額500万円（40～60歳積立）

ケース① ケース② ケース③

両方60歳で
もらう

退職金を60歳で、
iDeCoを65歳で
もらう

iDeCoを60歳で、
退職金を65歳で

もらう（65歳で退職）

(2,000万円＋500万円)－
退職所得控除1,500万円

＝1,000万円
1,000万円×1/2

▶500万円（課税所得） 

課税合計  107万2,500円
（所得税57万2,500円＋
住民税50万円）

2,000万円－退職所得控除
1,500万円＝500万円
500万円×1/2▶250万円

（課税所得） 
▶課税40万2,500円
（所得税15万2,500円＋
住民税25万円））

（500万円－80万円）
×1/2▶210万円
（課税所得） 

▶課税32万2,500円
（所得税11万2,500円＋
住民税21万円）

500万円－
退職所得控除800万円
＝0円▶課税0円

2,000万円－退職所得控除
1,500万円＝500万円
500万円×1/2▶250万円

（課税所得） 
▶課税40万2,500円
（所得税15万2,500円＋
住民税25万円）

課税合計   40万2,500円
（所得税15万2,500円＋
住民税25万円）

課税合計   72万5,000円
（所得税26万5,000円＋
住民税46万円）

60歳 60歳 65歳 60歳 65歳

iDeCo

退職金
2,000万円

退職金
2,000万円

退職金
2,000万円

500万円

iDeCo iDeCo
500万円 500万円

60歳時60歳時

65歳時

60歳時

65歳時

【図表５】退職金とiDeCoの受取方法による損得

監修

山中伸枝  （やまなか・のぶえ）
ファイナンシャルプランナー。株式会社アセット・アドバン
テージ代表取締役。一般社団法人公的保険アドバイザー協会
理事。確定拠出年金ほか、老後の資産運用について多くの相
談を受け、講演などで発信している。

福田浩彦  （ふくだ・ひろひこ）
平成3年税理士登録。現在、「NHB税理士法人」代表社員。
全国各地の税理士会等で、税理士及び税理士事務所職員向け
の各種セミナー講師。日本税務会計学会税法部門常任委員。
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